
ミュージカルを観るのは初めて！？  

22日(木)、６年生が「こころの劇場」の鑑賞に出かけました。 

「こころの劇場」とは、一般財団法人舞台芸術センターと劇団四 

季が、全国の子どもたちに舞台を通じて生命の大切さ、人を思い 

やる心、信じあう喜びなどを生きていくうえで大切なことを語り 

かけるプロジェクトです。亀井小学校も今年度は招待され、劇団 

四季による本物のミュージカルを観せていただきました。 

劇は“はじまりの樹の神話～こそあどの森の物語～”。こそあど 

の森に住む少年スキッパーと、時空を超え大昔から来た少女ハシ 

バミ、しっぽが光るホタルギツネなど、魅力的な登場人物たちの 

お芝居に子どもたちも見入っていました。演者さんの声量やすて 

きな歌声、舞台装置の迫力など「本物に触れた！」という感じで 

興奮していました。 

 劇が終わるとすぐ退場しなければならないのですが、 

ロビーには今まで舞台にいた演者さんたちがお見送り。 

亀井小学校の退場は最後だったので、全出演者が子ども 

たちに手を振り、声をかけていただきました。子どもた 

ちは大興奮。今回の鑑賞が、子どもたちにとって心に残 

る、貴重な体験となれば、うれしい限りです。 

久宝寺駅でちょっとしたサプライズ！ 

 「こころの劇場」へ向かう６年生に、ちょっとした 

サプライズがありました。ＪＲ久宝寺駅の階段下で待っていると、なんと、関西テレビ放送『よ

～いドン！』の「となりの人間国宝さん」のロケをやっているではありませんか。ちょうど始ま

ったところのようで、月亭八光さんの方から子どもたちに声をかけてきてくれました。「今から、

どこいくの？」「意気込みは？」など、子どもたち 

にインタビューしてくれました。 

 そこで、６年生の保護者の皆さまにお願いです。 

番組の方から、この映像使用の許可をいただきた 

いとのことです。放送されたら困ることがござい 

ましたら、28日(水)までに担任、もしくは校長ま 

でお知らせください。ただし、保護者の方全員の 

許可が得られても、番組で使われるかどうかは分 

かりませんので、ご了承ください。 
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